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　数列の和の公式
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等差数列の一般項  を求めるには、初項から  個の公差を足せば、第項　

 が求まるが、どんな数列  も階差数列を利用すれば、等差数列のときと同様の　

方法で、初項から  個の階差数列の項を足せば、第項  が求まる（図１参照）
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